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近年、ハードウェアの高性能低価格化や通信回線のブロードバンド化によりマルチメディア情

報を容易に入手できるようになった。この様な背景からマルチメディア情報を扱うデータベース

が多く研究されている。最近では類似検索や感性検索などの研究が盛んに行われている。これら

の研究では画像専用や音専用などメディアに限定されている場合が多い。しかし、気分や感情な

どを検索キーとする感性検索に関しては様々なデータを対応させることができる。更にマルチメ

ディアコンテンツ等が注目される現在では画像や音楽などを組み合わせ一つのメディアとして考

慮することが重要であると考えられる。そこで本研究では様々なメディアを扱うことができ、そ

れらのメディアデータに対し感性検索に加え通常の検索も可能とするハイブリッド検索機能を持

つマルチメディア感性データベース管理システム YAMAKAN を提案し、実現方法やシステム構

成などを考察する。 

 

 

１ はじめに 

近年、コンピュータの高性能低価格化に

より多くの人々が高度なマルチメディア

情報を扱うことが可能である。さらに通信

回線のブロードバンド化により様々なマ

ルチメディア情報をインターネットから

手軽に入手できる。このような背景からマ

ルチメディア情報を扱うデータベースが

多く研究されている[1][2][4]。マルチメ

ディア情報を検索する場合、書誌情報や内

容情報などのメタデータを使用する従来

の検索方法に加え、マルチメディア自身の

解析に元づく内容検索が研究されている。

内容検索には類似検索や感性検索などが

ある。類似検索は例示画などをキーワード

とする検索である[1]。そして感性検索は

気分や感情をキーワードとし検索結果に

利用者の主観を反映させる検索である。現

状ではそれらは画像専用、音楽専用といっ

た特定の分野を対象としたものが多い

[2][4]。しかし、気分や感情をキーワード

とし検索結果に利用者の主観を反映させ

る感性検索に関しては様々な情報を対応

させることができる。感性によっていくつ

かのメディアを検索ことにより例えばプ

レゼンテーション資料作成時に背景画像

と BGM を感性語を基に検索し支援を行う

[5]ことも考えられる。しかしマルチメデ

ィアコンテンツ等が注目される現在では
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画像や音楽などを組み合わせ一つのメデ

ィアとして考慮することが重要であると

考えられる。そのようなマルチメディアコ

ンテンツは含まれる内容が複雑になれば

なるほど適切な内容のコンテンツを検索

することは労力がかかると考えられる。そ

の為、作成者や記述内容などの書誌情報の

みで無く、コンテンツ全体に利用者が感じ

る感情等に関して検索を行うことができ

れば利用者の負担も軽減されるはずであ

る。感性検索でそのような複合メディアを

検索することができれば、例えば CG と音

楽を組み合わせた作品の電子美術館での

検索に役立つだろう。また画像と文章から

なる電子書籍の検索のサポートなども考

えられる。さらに気分の変化によりその空

間も動的に変化させることも可能である。 

以上のような事を実現させる為には専

用の感性データベースを用いれば便利で

ある。これを応用プログラムにより利用す

ることができれば、様々な場面での利用が

可能になる。 

そこで本研究では様々な応用プログラ

ムで使用することができ、多様なメディア

データに対し書誌情報による通常の検索

に加え感性検索も可能とするマルチメデ

ィア感性データベース管理システム

YAMAKAN を提案する。 

 

２ YAMAKAN 

YAMAKAN(Your Adaptive Multimedia Agent 

/ KANsei database system)のイメージを

図 1 に示す。YAMAKAN は書誌情報などによ

る通常の検索と気分や感情による検索を

行うことができる機能を持つ。その機能を

本研究ではハイブリッド検索と呼ぶ。ハイ

ブリッド検索は応用プログラムから実行

でき、その結果をプログラム内で利用する

ことができる。感性 DBMS の研究では文献

[3]がある。ここでは個別に研究された感

性検索システムを実装する為のフレーム

ワーク等が提案されている。これに対し

YAMAKAN は誰でも容易に様々な種類のデー

タに対し感性 DB を作れるようにすること

に重点を置いている。現段階では画像単体

又は画像と文章によるメディア、更に料理

を対象としている。 

 YAMAKAN では従来のシステムのように画

像や音楽を単体で扱うだけでなく、いくつ

かの画像が集まった画像群や異なるメデ

ィアを組み合わせた複合データを取り扱

うことができる。それにより様々なメディ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ YAMAKAN イメージ図 

 
応用プログラム YAMAKAN 

加工して提供 

さわやかな体験がしたい。

問い合わせ 

ユーザーA さわやか 

検索結果 

さわやかな画像、音楽、映画など
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アを自由に定義でき検索することができ

る。それらのデータにはタイトルや作成者

などの書誌情報などを付加し、作成者など

による検索も可能とする。このため各メデ

ィアのデータは XML を用いて記述し、ファ

イルIDを XMLの中に埋め込むことにより、

各種のメディアを統一的に扱うことを可

能とする。次に感性検索で主要な問題の一

つが個人の主観へどのように対応するか

である。それは、例えば『さわやか』で検

索した場合の検索結果について、ある人が

『さわやか』と感じても他の人が『さわや

か』と感じないという場合が生じる。その

ような場合でもYAMAKANでは個人個人で適

切な結果を得ることができるように検討

中である。 

 

３ 構成と機能 

YAMAKAN の構成は図２のようになる。

YAMAKAN 内部は、データ作成プロセッサ、 

 

ハイブリッド検索プロセッサ、感性傾向分

析プロセッサ、インターフェース、そして

データ部に分けられる。データ部は XML 形

式データと感性検索空間、そして実際のデ

ータファイルが格納されている。XML 形式

データはYAMAKANで扱うメディアとして定

義したメディアデータが格納されている。

感性検索空間では感性検索に用いる感性

語と各メディアデータとの対応付けが行

われる。それぞれの機能について説明する。 

 

X M L 形式データ 

YAMAKAN で扱うメディアは XML 形式で記

述されている。データを XML で記述するこ

とにより、様々なメディアデータを複合し

たデータを容易に管理することができる。

例えば音楽の名前や作曲者などを書誌情

報として記述し更にその中に入れ子にし

て画像ファイル ID を記述する。それによ

り音楽と画像からなるデータを一つの

図 2 YAMAKAN 構成図 



＜画像と文章によるメディア＞
　　　　＜メディア　ID=”001”＞

<imgfile width="250" height="100">./rion.gif</imgfile>
＜タイトル＞ライオン＜/タイトル＞

＜作成者＞百瀬貴之＜/作成者＞
＜ジャンル＞アニメ＜/ジャンル＞
＜メインオブジェクト＞動物＜/メインオブジェクト＞
＜文章＞ライオンはアフリカのサバンナ、茂みのある岩地、乾いた平

原などに群をなして生活しています。オスはたてがみが発達し、その威
厳から「百獣の王」と呼ばれてきました。
＜/文章＞

　　　　＜/メディア＞
　　　　＜メディア　ID=”00２”＞

<imgfile width="250" height="100">./himaraya.gif</imgfile>

＜タイトル＞ヒマラヤ＜/タイトル＞
＜作成者＞善如寺和也＜/作成者＞
＜ジャンル＞写真＜/ジャンル＞

＜メインオブジェクト＞自然＜/メインオブジェクト＞
＜文章＞神秘と尊厳に満ち、神々しいまでの美しさから「白き神々の
座」と呼ばれているヒマラヤ。どこまでも続く氷河、蒼い氷、万年雪をた
たえ切り立った壁を見せる山々。

＜/文章＞
　　　　＜/メディア＞
＜/画像と文章によるメディア＞

 

 

メディアデータとして扱うことができる。

XML 形式データによるメディアの表現例は

図 3 のようになる。図 3 は現在考慮してい

るメディアの内、画像と文章から成るメデ

ィアデータに関するものである。現段階で

は検索を簡潔に行えるようある程度の制

限を設けており、タイトルなどの書誌情報

の中に更に情報を入れ子にはしていない。

各データはメディア ID 毎に作成される。

そしてそれぞれタイトル、作成者などの書

誌情報が記述される。また料理の名前や素

材情報のみで電子的なデータが存在しな

いメディアも定義可能である。その場合は

XML 形式データのみで表される。 

 

感性検索空間 

感性検索ではデータと感性語をどのよ

うに対応づけるかが問題である。現在まで

の研究では、あらかじめデータから画像な

らカラーヒストグラムといったそのデー

タを特徴付ける特徴量を抽出し、そのデー

タと感性語との相関を求める方法が多い

[2][4]。その場合、相関を求めた結果を検

索空間とする。YAMAKAN でも同様の手法を

用いる。YAMAKAN の感性検索空間は感性語 

と特徴量の相関が格納される相関表とデ

ータの特徴量が格納されている特徴量情

報データから成る。感性検索時は感性語と

相関の高い特徴量を検索する。そしてその

特徴量を多く含むデータを特徴量情報デ

ータから検索する。特徴量と感性語の相関

を検索空間に用いることにより、新たにデ

ータを追加する場合は特徴量を抽出する

のみで感性語との適切な関係が得られる。

上記の手法を用いる理由からYAMAKANの感

性検索空間はメディア毎に作成されるこ

とになる。 

 

データ作成プロセッサ 

YAMAKAN で使用する為のデータを作成す

る。データベース作成者は初めにここにデ

ータを入力する。新たなメディアを定義す

る場合はメディア定義部でメディアの構

造を定義する。データ入力時に入力された

書誌情報を用いXMLデータ作成部でXML形

式データが作成される。次に感性検索空間

生成処理を行う。まず入力されたデータか

ら特徴量抽出部で特徴量を抽出する。料理

などの特徴量を自動で抽出するのが困難

な場合は手動で入力する。同時にアンケー

ト部でデータ（又はデータ名）と感性語と

の重み付け作業を行う。これは作成者側の

作業となる。アンケートは図 4 のようなア

ンケート画面を用いる。図 4 は現在考慮し

ている画像と文章から成るメディアデー

タについてのアンケート例である。感性語

については参考文献より約 1500 語の感性

語から作成時に随時選択できるようにす

○明るい　　　　 ○気持ちいい ○小さい
○あたたかい　 ○きれいな ○つめたい
○あつい　　　 ○暗い ●強い
○美しい　　　 ●こわい ○遠い
○多い　　　　　 ○寂しい ○なつかしい
●大きい　　　　 ○寒い ○はやい
○おそい　　　　 ○爽やかな ○広い
○重い　　　　　 ○静かな ○不思議な
○おもしろい ○神秘的な ○古い
○かたい ○涼しい ○まぶしい
○かわいい ○高い ○丸い

ライオンはアフリカのサバンナ、茂みのある
岩地、乾いた平原などに群をなして生活して
います。オスはたてがみが発達し、その威厳
から「百獣の王」と呼ばれてきました。

 
 図 4 画像と文章からなるメディアに

関するアンケート部の例 

図 3 XML 形式データ記述例



る。1500 語の中から効率良く選択できるよ

うに似た意味を持つ感性語毎にまとめて

いる。現在考案している画像についてはそ

の中から約 33 語を使用している。複合デ

ータに対しアンケートの重みづけを行う

場合は提示形式を指定する。アンケート画

面はインターネット上で随時稼動させて

おくことにより、重み付けアンケートを作

成する作業の負担を減らすようにする。ア

ンケートの結果である各データに対する

感性語の重みと抽出した特徴量を結合し

たものが特徴量情報データとなる。特徴量

情報データを正準相関分析部に入力する

と特徴量と感性語の相関表が得られる。 

 

ハイブリッド検索プロセッサ 

インターフェースに入力された問い合

わせは検索プリプロセッサで解析され、ハ

イブリッド検索部で処理される。書誌情報

のみの検索の場合は直接XML形式データに

アクセスし、該当する情報を検索し出力す

る。感性検索の場合は利用者毎に異なる感

性を考慮する。その為、感性傾向分析部で

解析された利用者毎の感性の偏り（感性傾

向情報）を参照する。そして感性検索空間

の重みの閾値を変更することにより適切

なデータを検索する。例えば利用者の感性

傾向に『画像の明るさを感じにくい傾向が

ある。』というデータがある場合は感性検

索空間の明るいに関する特徴量の重みを

減少させる。そして改めて検索を行う。こ

こで利用者がYAMAKANを初めて使用する場

合や感性傾向に特に偏りが見られない場

合は通常の感性検索空間の中で検索を行

う。 

また感性検索においては適切だと思わ

れるデータが多数あると考えられる。

YAMAKAN でも適切であると思われるデータ 

はすべて検索する。通常検索と感性検索が 

組み合わされた場合は両方の検索でマッ

チするものが検索される。 

 

感性傾向分析プロセッサ 

各利用者の利用履歴から利用者の感性

傾向を分析する。YAMAKAN 利用履歴を解析

することにより作成された利用者個人の

感性の偏り（感性傾向情報）を YAMAKAN 内

に格納しておく。例えば利用者の感性語に

よる検索結果の中で利用者が実際に使用

したデータを応用プログラムから送って

もらい記録する方法や検索結果が適して

いるかどうかをユーザーにチェックして

もらいそれをフィードバックする方法が

考えられる。感性検索時は問い合わせ文で

指定された感性傾向を検索プロセッサに

渡す。この為利用者本人の感性傾向情報で

ないものも渡すことができる。 

 

インターフェース 

 インターフェース部ではYAMAKAN内にデ

ータベースを作成する場合に用いるデー

タ定義と問い合わせに用いる問い合わせ

言語を解析する。 

 

問い合わせ 

前述の通りYAMAKAN内のメディアのXML形

式の記述は複雑な入れ子構造ではなく関

係データベースに近いものとなっている。

よってYAMAKANの問い合わせ言語はSQL風

の言語を用いる。対象とするメディアデー

タベースはあらかじめ指定しインターフ

ェースを起動する。また関係データベース

のようにデータベース内に複数のテーブ

ルが存在するという概念は無いので SQL 

においての from 句は存在しない。 

Where 句では XML で記された書誌情報を

指定する他に感性検索に用いる条件も指

定可能である。Kansei_type では利用者の 



例１　百瀬貴之が書いた絵画で山田太郎が”あたたかい”印象をもつメディアのタイトルのリストを
　　　検索

Select タイトル、作成者、作成日時
　　where

作成者　= “百瀬貴之”　and　ジャンル　=　絵画  　　
and　kansei_type = “山田太郎”　and　kansei_word = ”あたたか”

例２　山田太郎の感性傾向を用い、さわやかなメディアデータのリストを検索

Select 　*
　　where

type like  ”山田太郎”　kansei_word = “さわやか”

 

 

感性傾向を指定する。Kansei_word では感

性検索に用いる感性語を指定する。

kansei_type には感性傾向分析プロセッサ

内に格納される様々な感性傾向を入力す

ることができる。これにより利用者の主観

傾向以外にも、例えば『あの人の気分で検

索したい。』などの要求に答えることがで

きる。 

 

４ 応用例 

YAMAKAN を応用することにより、先に述

べた電子美術館や電子書籍の検索以外に

も様々なことが考えられる。例えば、

YAMAKAN に様々な種類のメディアデータを

作成し、それらをすべて含んだ感性検索空

間を生成する。そのような事ができれば感

性語に元にすべてのメディアの検索が可

能となる。それにより例えば、検索結果を

組み合わせて個人がやすらぐことのでき

る空間をヴァーチャルリアリティなどで

提供することができる。更に利用者を短時

間で楽しませる電子的なイベントを発生

させることなども考えられる。またそれを

応用すれば極度に緊張してしまった利用

者にリラックスさせるようなイベントを

発生させたりもできる。このように多様な

マルチメディア情報を利用者の主観の元

に統合し新たなメディアを作り上げるこ

とは重要であり、様々な応用が考えられる。 

 

５ 今後の課題 

先に述べたとおり現時点ではより複雑

なメディアを定義することができない。し

かしマルチメディアコンテンツをXMLで表

現する場合は書誌情報の中にさらにマル

チメディア情報が入るなどの入れ子構造

が必要になってくると考えられる。複雑な

XML 形式データへの問い合わせ方法など検

討する必要がある。更にそのようなメディ

アからの特徴量の抽出方法も検討しなけ

ればならない。様々なメディアの特徴量を

関連づける研究としては因子分析を使用

しマルチメディアデータを相互に関連付

ける研究が行われている。文献[6]そこで

は画像や動画と音楽の間には力量性、明快

性、自然性、堅鋭性の因子によって関連付

ける方法について述べられている。このよ

うなマルチメディア情報同士で相互に関

係する特徴量を抽出できれば、より少ない

手間で様々なメディアの感性検索を行う

ことも可能となる。 

更にYAMAKANは感性検索を用いたハイブ

リッド検索機能を持つため検索空間が複

雑になるという問題がある。また XML 形式

の入れ子で格納されるマルチメディアデ

ータを効率よく検索するためにも適切な

索引方法を考慮する必要がある。文献[4]

では、正準相関分析によってできる検索空

間を利用して、データの特徴量を抽出した

図 5 問い合わせ記述例 



時点で最も適切な感性語をそのデータの

感性語としている。それにより単なるテキ

ストデータベースとして高速な検索を可

能としている。 

他の考慮する点としてはデータベース

作成時に手間がかかることが挙げられる。

書誌情報の入力や感性検索空間作成時の

アンケートなどは作成者にとって負担と

なるであろう。感性語の重みに関しては画

像に関する感性を既存のカラーイメージ

スケールを参考にする方法などが考えら

れる。これにより色などの特徴量を自動で

抽出するのみで適切な感性語の重みをつ

けることが可能となる。 

以上のようなことを踏まえ今後より優

れたシステムになるよう研究を進めてい

きたい。 

 

６ まとめ 

本研究では、様々なマルチメディアデー

タを書誌情報に加え気分や感情などを表

す感性語によって検索するハイブリッド

検索機能を持つマルチメディア感性デー

タベース YAMAKAN を提案した。 

YAMAKAN を用い書誌情報などの通常検索

と感性検索を複合することで従来の通常

検索のみや感性検索のみの検索方法に比

べえより柔軟に利用者の要求に答えるこ

とができる。また様々なマルチメディアか

らなる複合コンテンツの感性データベー

スを作成し、他の応用プログラムにより利

用することができる。 
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